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3◎Lタンク車&エンジン動噴巻取機付

☆このたびは本製品をお買い求めいただき、まことにあのがとぅ
ございます。
☆この取扱説明書には、安全に使用していただくための要点を記

してあのますので、ご使用前に必ずよくお読みになり、正しく

ご使用ください。

☆お読みになった後は、いつでも読める場所に保管してください。

また、本書を汚損したの紛失した場合は、お買い求めの販売店
にご注文いただき、大切に保管してください。
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本書に記載した企の表示のある注意事項や、機械に貼られた企の表示のあるラペ
ルは、人身事故等の危険が考えられる重要な項目です。よくお読みになの必ずお守の

ください。

また、!の表示のあるラベルが汚損したのはがれた場合は、お買い求めの販売店に

ご注文いただき、必ず所定の位置にお貼のください。

本書に記載した令の表示のある注意事項や、機械に貼られた企の表示のあるラベ
ルでは、特に重要と考えられる取の扱い上の注意事項について、次のように3段階に

分けて表示しています。

<はじめに>

a》危険・・・その警告文に従わ惹かっだ場合、死亡ぎたは重傷を負うことになのます。
とL警告・・・その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があのます。
とL注意・・・その警告文に従わなかった場合、けがを負う恐れがあのます。

尚、製品の故障や損傷につながる使い方に関する注意事項については、本書に

〔重亙〕の表示を用いています。

ず、'゜.1蔀、'、t,

陰象1鄭

企

く安全のために必ずお守の<ださい>

注
ニエ士=

居、

0本製品は、弊社小型動力噴霧機ボンプティーを搭載した、散布・散水作業車です。
0この製品を他人に貸与または譲渡する場合は、必ず取扱説明書を添付し、よく読んでから使
用するように指導してください。
0安全性を損なう恐れがあのぎすので、改造しないでください。

0火災の危険性があのますので、燃料補給時は次の項目を必ず守ってください。
・燃料はエンジンを止めた状態で補給してください。

・燃料補給時は火気に充分注意してください。
・高温部に燃料がかからないように補給してください。
・燃料タンク給油口一杯まで燃料を入れないでください。
・燃料がこほれたらきれいに拭き取ってください。
・燃料補給後、燃料キャップは確実に閉めてください。
0使用時は燃料がこぼれたの、本機が転倒する恐れがありますので、本機は凸凹の恋い平ら恋場
所に設置してください。

0燃料、薬液を充填後、設置使用する場合や自動車などで運搬する場合は、燃料、薬液がもれる
可能性があのますので必ず本機が倒れたの、傾かないように固定してください。
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0次に該当する方は、この製品を使用しないでください。
・酒気をおびた者

・過労、病気、薬物(農薬を含む)の影響その他の理由によの、正常な防除作業ができない者
・妊娠中の者

・満15歳末満の者

・負傷中の者、生理中の女性等農薬による影響を受けやすい者
0作業前に燃料もれがないこと、接続部のパッキンに脱落がないこと、各ネジ部にゆるみがない
こと、ホースに亀裂、摩耗、破損の恋いこと等、各部に異常がないことを確認してください。
0吸水ホース、余水ホース、吐出ホースはエンジン高温部に触れないで、無理恋曲げ、よじれ、
折れ、引っ張りがない事を確認してください。
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0防除、除草用の農園芸用薬品の散布、散水用途以外には使用しないでください。
C調合が適棚でない薬液は、作物を傷めるだけでなく、人体にも有害になる恐れがあります。
冥液の調合の際は、農某の使用上の注意をよく読み、正しく希釈してから使用してください。
C戻某は必ず専用の保管箱に鍵をかけて保管し、絶対に食品や食器と一緒に保管しないでくだ
そ三い。

0誤便用、.誤飲の危険があり荻すので、農薬は絶対に別の容器に移し替え恋いでください。
0厩薬の空容器は、散布液調貪時に必ずよく洗い、薬品メーカの指示に従ってその都度正しく
1 処分してください。空容器を洗った水は、薬害の恋い方法で処分してください。
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萄女

0農茶の吸ス、や付着による事故を防ぐため、帽子、保護眼鏡、保護マスク、ゴム手袋、長袖の

,さい。
0運聾中および、停止直後のエンジン(マフラ等)は高温になってい薮す。やけどをする恐れ
かあのますので、不用意に触れないでください。
0'ノ'ウス六での使尾は、_七本に悪影響を及ぼす恐れがあのますので、よく換気をしてください。
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、-Tる璽液が水遭、河川、水源地、池如下水等を汚決し六いよーに、また、人体や故布'ゞ象物

とし、 0作業中、'作業後にめまいや頭痛を生じ、または、気分が少しでも悪くなった時は、直ちに医

-2-

舗の診察を受けてください。
C作業中に噴口部を清掃、または、交換する時は、顔面恋どに薬液がかかる恐れがあのますの
で、吐出ホース先のボールコック及び噴口を閉じ、必ず調圧弁ダイヤルを『始動:0』の位
置に合わせて、エンジンを停止してから行ってください。
0ホース類は無理恋曲げ、よじれ、折れ、引っ張のがないよう注意して作業を行ってください。
0ホース.の温度は40゜C以下で使用してください。 40゜C以上になのますと耐圧性能が低下
し薮す。
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0前回使用した薬液が、タンク、ホース、噴口等の内部に残っていると、薬害を起こす危険性

{ 1 があり荻す。特に、除草剤散布に使用した後、一般防除作業に使用する場合は、残っている

1 1蔓液を充分に洗い流してください。

1」 耐一、、ーー,.゛'.、

風'嶋^^^゛、フ.

とし

0余った薬液及び、機械の洗浄水は、水道、河川、水源池、池、沼、下水等に流入して被害を

及ぽさないよう、薬害の恋い方法で処分してください。

Cエンジンを停止しても、ポンプ~吐出ホースに圧力が残っていることがあのます。この状態

で接続部を取の夕1弓'と、薬液が噴き出す恐れがあのますので、接続部を外す前に周囲の状況

を確認し、吐出ホース先のポールコック及び噴口を開いて、ボンプ~吐出ホース内の圧力を

抜いてくださ{ハ。

Cホース内の残液を空にして、巻取機に巻いて保管してください。そのままにして置きますと、
ホースの寿命を短くする原因に.なのます。

0作業後は手足はもちろん、全身を石鹸でよく洗うとともに、目の水洗いとぅがいをしてくだ

さい。また、作業期間中は衣服を毎日取の替えてください。

0使用後は充分洗浄し、屋内の直射日光が当たらず、風通しの良い、子供の手の届かない場所
に保管してください。
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最初に梱包.部品が全部そろっているかどぅか、輸送中の事故で破損している
B品がな{ハかを確認してください。もし、欠品または破損などあのましたら、6

製品名、登式、製造番号と共に.お買い求めの販売店にお知らせください。
保証毒は、お客様が保証修理を受けられる際に必要となるものです。お読み
になった後は、六翊に保管してください。

吐出ホース

く梱包部
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P"*"手・"眺W、暗、加、■,スロプトルレバー取付ネジ(ビス、四角ナット)

1スーバージェット1型 50omm GV4田三阪穴径ユ 2)

1 "ー'、、つy、ー' L/:ご一1 、ー＼三三i三

蓄力式りコイルスタータ

※改良のため予告恋く仕様を変更することがあのます。

名
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禁液タンク付)

睦聖t主詞.叶小六、・「器E鵬ウーパー.、エ、、ト1刑500 側/4は、本機専用邦口す。

覧>

,他製品で使吊した揚合、ホースの破裂、噴口の破損等が者えられますので、他製品に

1使用しな(,、でください。
1 ._

8吋(ノーパンクタイヤ)

ホースよの戻しGV4

ポールコック6Gν4

余水ホース(10×023mクランプ付)

余水ホース aox065mクランプ付)

吸水ホース(12×055m金具付)

20M (巻取機付)

吐出ホース(75×20mGν4金具付)

キ幾

接続ホース(75×0.4m金具付)
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吸水ストレーナ13

丁^

吸水ストレーナ押さえバネ

30ι

1使用燃料

スロットルレバー

1 エンジン型工§

1エジヲ三ン^

委女重

劫 1 連続定格出力

、最大出力

潤滑方式

H910mmxvV450mmxL70omm

様>

634/mln (1740rpm 圧力:2Mpa時)

AT-30OVV4M

使用潤滑油

点火方法

対向2連プランジャ式

1 スバー・クプラグ

士竺_厘聖』き_法

304タンク車

229k今

ロビンEH025AX0卞16 空冷4サイクル

2.5Mpa

自動車用無鉛ガソリン

4サイクルエンジン専用オイル(SF級以上のSAEIOVV-30)

0.55kw (075PS)/70oorpm

0.5 ι

0.81 kvv a .1PS)/70oorpm

24.5CC

タンク容量

強制潤滑方式

無接点式マグネット点火

車輪呼び
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イ<各部の名称とラベル貼付位置>
スー.パージエシ→~1型
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吐出ホース
ハンドル

スロットルレバー
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・ご使用の前に必ず取扱説明善をよくお読み、ください。

企*意1曝籍暴欝籍雛¥鷲j離t゜乱一辞一ば佐都。
'、"'1・候松、燃轍樹勧晦呪咋加弥、一帽印却統雅凱水艇、、。1 .・作業中、身休に少しでも異常があった場合は直ちに作業を中止し医師の診察を受けてください。
1-^ーー"ーーごし^ーー゜
＼最高圧力2.馴Pa{25kgf/・}
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燃料キャップ
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吐出還

g分

ホースガイド

ノブボルト

ホース巻取機

調圧弁ダイヤル

車輪

<ポンプ及び噴口性能表>

燃料タンク

企 警告・j主冠、ラベル

除草

品番692002380

ポンプ吐出量線図(ボンプ回転数1740ゆm時)

25Mpa 圧力

長袖の保護衣、長ズボン、

^^^^^^^^^

(直)

低圧

(開)
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①部品の取の付け
,)イラストのように、ハンドルを差し込み、ハンドル
の穴と、ノブポルトを合わせて左右のノブポルトを
締付てくださし,',。ハンドル取の付け後、スロットル
ーをハンドルに付属の四昆ナット、ピスにて1_ノ,/'ゞ

圖定し./てください。

<運転を始めるまえに>

E-・'・苗.

>武＼'＼D

'、ノ'、>",ドjl,σシ}气にノブボjl,十・がjへ、つてい葱し寸昜合、作業中等
にr、ンド,、か外、れ_、享叡の原因に愆る可含獣生があります

トく二X美.こ言戴後取手を取り付けてください。

1、やン様に吐出ホース荏ホースガイドの下から通し弐す。
- r、、'ノノ

4)各1妾続部がしっかの接続されていることを確認してください。

,、坪珂,ーー・・・、、.^
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'でぎヨ武擬耳ブず二V ,

.吐出ホース、吸水ホースの取付ネジや、余水ホースが、しっかりと
接続されていることを確認してください。緩んでいたの、外れてい
ますと某液が噴き出します。
.吸水ホースには、必す吸水ストレーナを取の付けてください。吸水
ストレーナを取の付けない場合、ポンプが古郊章する原因になのます。

、、

5)噴口を取り付けます。 吸水ホース

(ホースよの戻し、ボールコックは吐出ホースに組み付けてあのます。)
.本機には標準噴口として、スーパージェット1型50omm (噴板穴径12)が付属しています。
他の曠口を笈用する揚合は、噴口によっては性能を保証できないものもあのますので、《ポ
ンフ及び嘆口性能表》を参照して、スーパージェット1型50omm (噴板穴径12)と同等の
噴口を選択してください。

ト1型50omm

^

匝司
・軸メネジの向きに注意して取の付けてください。

¥、

.スーバージェット1型50ommの調整は、図のように「閉」~「広角」~「直射」が、握のに
より連続調節でき談す。

§避＼握の
＼火閉:「'閉」の方向に止薮るまで回した状態
閉瓜建:「閥」の万向に回1ノた状態

直身g: 1、開」の方向に更に回!、ノだ状態

※詳〔ノくは付属の取扱説明書をご覧ください。

吐出ホース

^^、●^

睦》竺旦

ホースに亀裂、摩耗、破損のないこと等各部に異常がないことを確認してください。
.吸水ホース、余水ホースはエンジン高温部(マフラ等)に触れないで、無理な曲げ、
引っ張りがないようにしてください。

作業終了時は必ず噴口が閉じた状態まで握のを回し、吐出ホース先のボール・突然の噴霧防止のため、

コックを閉じてください 0
.作業前に燃料もれがないこと、接続部のパッキンに脱落がないこと、各部ネジ部にゆるみがないこと

よじれ、折れ、
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②ポールコックの取の扱い
レパーの向きによの、開閉を行います。

③巻取機ストッパの取り扱い 開

巻ヨ井幾ストッバを使用すると、運搬時の振動等による巻取機に巻いてある

ホースび際爰みを防ぐ事ができます。 巻取機ストッバ

f璽璽"1[0巻取機ストッパがロックの状態で巻取機を回さないでください。
、.^.i

繰注忌'.゜ミ、、、*、'"ミ毛"゜゜"'"、'、、'*_',゜ゞ
あの弐す。薬液の調合の際は、農薬の使用上の注意をよく読み、正しく希釈して

から使用してください。

河、葵液の調合、充填

ポールコック

閉C^

^^^

'^^ー^.^.

ノ

蔓液を入れ'る前1こ必ずエンジンを停止させ、吐出ホース先のボールコック、1 ●

及び、喧口は閉じた状態にしてから薬液を入れてください。

本機は凸凹のない平らな場所に設置して

閉

6タンク車の取り扱い
タンク宣は押しても引いてもご使用頂けます。

1 '
エ^ー.^ー^

士震灣烹剤、土壌燥蒸剤は、故障の原因になのますので、使用しないでください。

,1 入＼'・ー、一下にヨ
,イサ乏ンノニV ＼ j

'1j6、, 1、 1

?フ・ミ1 -'、,"1 /1^ 1'、
ー,ー、・~, 1'、.
'、＼＼ニ、^iL/'1-1
'多^

河詞P匝一玉調抽N御討吠、
⑥燃料の充填

f重詞 1 ・
L・・ーモ三ノ

匝函
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官、"、、.

主妻一泓ノ1

・保管期間の過ぎた燃料は使用しないでください。燃料専用容器で、日陰の風

じ通しの良い場所に保管した場合で、 4週間以内に使いきってください。

燃料は必ず自動車用ガソリンを使用してください。

/.,↓

t六"イ勇狗

]:'ー'＼ノう'ノ、、=ノ

ttンΥL号、ー

・火災の恐れがあのますので、燃料補給時は次の項目を必ず守ってください。
"撚料はエンジンを止めた状態で補給してください。
一燃料補給時は火気に充分注意してください。

・高温部に燃料がかからないように補給してください。
・燃料タンクの補給口一杯まで燃料を入れないでください。
・燃料がこぼれたらきれいにふき取ってください。

・燃料補給後、燃料キャップは確実に閉めてください。
・燃料を充填後、定置使用する場合や、自動車などで運搬する場合は、燃料がもれる
可能性があのますので、必ず本機が倒れたの、傾かないように固定してください。
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〆1心、イ区:↓墨1回季工,/子、'、、、
-1!、二〒' 11シ'＼、、
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①々台動(.エ_ンノジンか冷え、'ている時)
1)t癒圧升タイヤルを験台動:0』の位屋に合わせ弐す。
2)スロットルレハーを、高速回転と低速回転の中間位置に合わせます。
3)チョークンバーを鴎雛の位置に合わせ姦す。
4)キャブV夕のブライミングボンプを、指で4~5回押して、キャブレタに燃料を充分に送の込みます。
5)本機が倒れ恋いようにエンジンを手で押さえ、りコイルスタータをゆっくの引っ張の、混合気をシリ
ンタに送の込み薮す。改めてりコイルスタータを引っ張ると、エンジンは始動します。
※)書力式りコイルの為、孝永ハよく引っ張る必要はありません。
6)エンジンか始重Nノたら、抵速回転で1~2分間暖気運転を行ってください。このとき、様子を見なが
らチョークレバーを徐勺に開いて行きます。暖気運転が終了したら、チョークレバーが『全開』にな
,ー,、し X くζ 1{ C ,乞 r之ミ.,ブ 1、、談す。

②再拾動(三ンジゾ方姦ぎっている時)
1)遷転停止直後に再始動するときは、チョークレバーを『全開』にして始動します。
始動し、恋い場合は、エンジンが冷えている時の始動法を初めから行ってください。

ノι、L

晨1巽亘匝1壷云

防靜作業;ヅタ1、の時は液}希れや、突然の噴霧防止のため、ボールコックは必ず閉じた
X態1二し,てく泛さい、始動前には必す確認してください。

転 >

スロットルレパー

皇要}'イ三、イルス,、牙ご四旦二峡、
一杯に引ききらないでください。
静かに元に戻してください。

失

③初期0,即K作業
作業開始前や禁液補充時には、ボンプ吸水作業が必要です。
必ず調整弁ダイヤルを「始動:0」の状態にします。__、、1)
スロシトルレバーを高回転側に操作し、茶水ホースみら薬液が出るまでポンプを運転します。2)

1,元ヲ山一
■一,一方一,
1.'＼、、,_、、、＼
"プライミングボンブ

_._ー^ー'

スバークプラク

^ .,、

④散布fE業、,<_1)1馬圧弁ダイヤルは欧台動:0』、邱余草:1』、『低圧:2』、『高圧
止萩り家す。次の図表を参9系し、作業条件に合わせて設定してください。
2)エンジン回転が女定する位置にスロットルレバーを調整してください。
3)ポールコヅク及び、噴口を開{,、て散布作業に入のます。

π3d秒展っても余水ホースから薬液が出恋い(ポンプが吸水しない) 場合は、直ぐに
エンジンを停止し、 P.10の姑郊章と対策】を参照してください。

,,'?、、」マ' X 始動:0

ーーー、"ー＼{元1, j'^眸「

N-、1、
{＼、、
＼、 0.噂゛

*『高圧:3』は、定置運転で・10om程度のホースを使用するとき等にご使用ください。
噴口にスーパージェット1型使用時の、ホースによる圧力損失は、内径φ75ホースを使用した場合03
Mpa前後です。
*上記圧力は噴口を閉じた状態での圧力です。噴霧時の圧力は、使用する噴口の吐出量によって変化し談
すので、ボンプ性能表を参照してください。

ーフー

3』の位置で『カチッ』と

入
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匡司 ・速小クラッチを使用してい薮す。クラッチが滑るような低速回転での使用は避け
てください。(クラッチが滑ると、薬液の吐出が不安定になります。)
作業中に噴霧を一時停止させるときは、噴口を閉じ、スロットルレバーを低速回
転側に戻してポンプを停止させてください。燃料の節約、エンジン、ポンプの耐

.

久性向上に役立ちます。

「1会渠の吸.入や付着による事故を防ぐため、帽子、保護眼鏡、保護マスク、ゴム手
袋、長袖の保護衣、長ズポン、ゴ△、長靴を着用し、皮膚が露出せず危険のない服
共で作業を行ってください。

運転中および、停止直後のエンジン(マフラ等)は、高温になっています。やけ
どすそ.思熊,がありミすので、不用意に触れないでください。

・ハウス内での使用は、《.体に悪影響を及ぼす恐れがあのますので、よく換気をし
マ↑くJ'こそきし,'、、

,ー:

ヒ墾一

-8-

』、、

一乍業中に噴斑部を清掃、茂たは、交換する時は、顔面などに薬液がかかる恐れが
あり家すので、吐出ホース先のポールコック及び噴口を閉じ、必ず調圧弁ダイヤ
儿'を敗台動:0』の位置に合わせて、エンジンを停止してから行ってください。
0 羣液が水道、河川、水源地、池、沼、下水等を汚染しないように、また、人体や
散布対象物以外のものにかから啄いよう風や周囲の状況に充分注意して作業を行
つてくださ1ハ。

「乍業中、作業後にめまいや頭痛を生じ、または、気分が少しでも悪くなった時は
直ちに医師の診察を受けてください。

'系ース.類はエンジン高温部(マフラ等)に触れないで、無理な曲げ、よじれ、折
引っ張のがないように注意して作業を行ってください。し、

・木ースの遍度は、 40゜C以下で使用してください。 40゜C以上に恋のますと、耐
圧控能が低下し薮す。

⑤停止
1>ボールロック及び、噴口を閉じ談す。

2)スロットルレバーを、低速回転側に戻します。

3)調圧弁ダイヤルを、『始動:0』の位置に合わせます。
4)エンジンス、トップスイッチを、 OFFにしてエンジンを止めます。

唖要 .0使用中に薬液が無くなったときは、速やかにスロット
1 ルレバーを低速回転側に戻し、エンジンを停止してく
1 ださい。
1・ポンプの空運転は故障の原因になり荻す。作業中、整

L備点検中を問わず、 30秒以上は行わないでください。
6使用後のお手入れと保管
※桑液タンクに溝水を入れ、エンジンを運転して噴口よの吐出させ、ポンプ、ホース及ぴ、噴口内部を洗
j釦),談す。清水力司士出し恋くなったら、速やかにエンジンを停止させて、ポールコックを閉じてください。

fンi一淫一嘉'・前回使用した薬液がタンク、ホース、噴口等の内部に残っていると薬害を起こすを亘至劃市回炉曳し否薬即汐戸ク、1-1子、嘆、等e暫叱壁子1し雫長曹喜留尋葛区
合は、残っている薬液を充分に洗い流してください。
・ホース囚の残液を空にして、誉取機に巻いて保管してください。そのまぎにして

置きますと、ホースの寿命を短くする原因になのます。
下水等に流入・余った薬液及び.、機械の洗浄水は、水道、河川、水源池、池、 沼、

して被害を及ぼさ恋いよう、薬害のない方法で処分してください。
・エンジンを停止しても、ボンプ~吐出ホースに圧力が残っていることがあります。
この状態で接続部を取の外すと、薬液が噴き出す恐れがあのますので、接続部を
外す前に周囲の状況を確認し、吐出ホース先のボールコック及ぴ噴口を開いて、
ポンプ~吐出ホース内の圧力を抜いてください。
・使用後は充分洗浄し、屋内の直射日光が当たらず、風通しの良い、子供の手の届
かない場所に保管してください。

エンジンストップスイッチ
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*日常的なお手フ、、れ.は、《運転》の⑥「使用後のお手入れと保管」をご覧ください。
整備に関してのご不明な点は、お買い求めの販売店にご相談ください。

①エアク!,!ーノ
エアクリーナ広のスホ、>ノジが汚れていると、吸気
が不安定となり、エンジンの性能が充分に発揮さ
れません。時長エアク1/ープを夕i、し,、スポンジを
ガソリン弐だは、.洗注で洗逢し、固く絞ってから
取の付け7こくださ{,'、

f<整備と長期保管>

②スパークフラク
50時間の運転を昌安に、スバークプラグの点検清掃を行ってください。
ワイヤブヲシ等で力ーボン堆積物を除去し、電極間隔を06~07mmに調整します。
著しく汚れ,、欠擢がある湯合は、スパークプラグを新品に交換してください。
指定スバークフラグはNGKCMR6Aもしくは相当品です。 ガスケット

③配管

! j主忌、 1 yl、1今L_f"冗9 力气.、."ロ'

、、.S;ノ"=ミ

バ1 や邇'
丈ι>"_,1,冬陶合、"1'ノ、1

④ポンプ内部のシー儿類
2年の使用を目安に、ボンプ内部のシール類の交換をお勧めします。シール類の交換については、お
買い求めの販売店にご相談ください。
(補修パーツとして、ホンプパッキンセットが用意されています。)

スポンジ

⑤長期保管
長期間(60日以上)に渡って本機を使用しない時は、次の事項を実施してください。

〔重亘〕 f、薬液タンクに清水を入れ、 エンジンを運転してポンプやホースを洗浄してください。余水ホースと吸水ホース、吐出ホース(接続ホース)を

ボンブから引、してエンジンを運転し、完全に水抜きを行ってください。この時、必

要以上にボンプの空運転(30秒以上)を行わないようにしてください。
※保管時は、上記のホースを外しておいてください。
式然料タンクの残留燃料を、完全に抜き取のます。
・スパークプラグを外し、スパークプラグ孔から4~5滴のエンジンオイルをシリン
ダに流し込み・談す。スパークプラグを取り付け、りコイルスタータを2~3度引い
て万イルをシリンダ内に行き渡らせます。

・プラスチック部品は、直射日光に長期間さらされると、著しく強度が低下する事が

川

'＼

漏れが恋いか確認します。異常がある場合は、速

＼'

"専1

側方電極(ー)

とL注意・本体、エンジン、ボンプの外部を洗浄し、充分に乾燥させてからカバー等を掛け、
屋内の直射日光が当たらず、風通しの良い、子供の手の届かない場所に保管してく
ださい。

あり談す。また、注意表示ラベルも変色したり、はげやすくなったのしますので、
保管には充分注意してください。

-9-
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①ポンプ

現

吸水し恋い

圧力が上がら惹い

荻たは

安定しない

<故障と対策>

タンクに薬液がない

吸入弁、吐出弁にゴミが詰まっている

ボンプ内部のシール類が摩耗または損傷

原

吸水ホースの話まり

噴霧状態が悪い

ポンプの回転数が低い

遠脚クラッチのスリップ

ポンプ内部のシール類に関しては、補修パーツ(ポンプパッキンセット)が用意されています。
お買い求めの販売店にご相談ください。

②エンジン始動不能、または始動困難

調圧弁の詰薮の、ぎたは摩耗、傷

因

液漏れ.

吸入弁、吐出弁にゴミが詰まっている

ボンブ内部のシール類が摩耗または損傷

圧力が上がらない

現

キャブレタまでガソリンが

きていない

噴板穴の摩耗

噴口が不適切

ボンプ内部のシール類が摩耗薮たは損傷

薬液を補給する

※

※

スパークプラグに火花が飛

ぱない

対

ホースを外し、洗浄する

エンジンの回転数を上げる

燃料タンクにガソリンがない

※

ブライミングしていない

※

燃料チユーブの詰まの

原

策

※

燃料タンクキャップの通気穴の詰まの

※

爆発の兆候がない

スバークプラグの不良

スパークプラグが需れている

副述参照

スパークブラグが汚れている

噴板を新品に交換する

スパークプラグの電極間隔が不適

因

ポンプ性能に合った噴口を使用する

スパークプラグキャップ不良、談たはスパ

ークプラグコード断線

※

点火装置不良

③エンジンの回転不調、または出力不足

その他

チョークの開きすぎ

キャブレタの詰薮の、または調整不良

チョークの閉じすぎ

現

燃料を給油する

エンジンが異常に加熱する

プライミングポンプを4~5回押す

キャブレタのオーバーフロー

燃料チユーブの清掃、曲がのの矯正をする

マフラの詰ぎの

象

燃料タンクキャップの通気穴を清掃する

対

燃料、オイルの不適場

スパークプラグを新品と交換する

スパークプラグに飛ぷ火花

が弱い

スパークプラグをワイヤプラシ等で清掃する

スパークプラグ電極間隔を0.6~07mmに調整する

燃料不適切

※

策

冷却不足

吸、排気系の不具合

スパークプラグ不良

※

原

チョークを閉じて始動する

燃焼室に力ーボンが堆積している

※

スパークプラグ不良

スパークプラグを乾燥させ、チョーク全開で

再始動する

因

エアクリーナが汚れている

※

キャプレタの詰薮の、調整不良

※

マフラの詰まり

規定の燃料、オイルを使用する

規定の燃料を使用する

冷却風通路、シリンダフィンを清掃する

スハ゜・クプラグの清掃、電極間隔調整、交換をする

正規の熱価のスパークプラグを使用する(※)

対

※

スハ゜・クプラグの清掃、電極間隔調整、交換する

-10-

(※)

エアクリーナを清掃、ぎたは交換をする

策

※

※

象

象



④エンジンが運転中停止する

現

運転中、急停止する

エンジン回転が次第に下が
の、やがて停止する

象

エンジン回転が急激に上が
の停止する

⑤エンジン停止が困難

ピストンの焼き付き

スパークプラグ短絡

エンジンストップスイッチ
をOFFにしてもエンジン
が停止しない

炉

燃料切れ、または不足

原

キャブレタの詰まの、調整不良

燃料内異物混入

象

燃料切れ、または不足

因

エンジンストップスイッチのアース不良

スパークプラグ先端の赤熱

動力噴霧機保証書 (大切に保管してください)

原

※印の不具合対策に関しては、お買い求めの販売店にご相談ください。
その他、不明な点は、販売店にご相談ください。

ディーゼリング

※

スバ・クフ゜ラグを清掃、弐たは電極間隔を調整する

燃料を補給する

対

※

因

新しい燃料と交換する

燃料を補給する

J叩onV

※本保証書に記載された内容のもとにおいて、無料修理を行うことをお約束するもので、本保証書によ「てお客様の法律上
の権利を制限するものではありません。_
※保証期間経過後の修理等にっいてのご下明な点は、お買上げの販売店にお問い合おせください。
※お蓉穫にご記入い五だいた保証書の内容は、徐証期間丙のサービス活動および、その後の委全活動のためにこ 利用させて
いただく事がございますのでご了承ください。

策

配線の点検、交換をする

スハ゜・クフ゜ラグの清掃、電極間隔の調整、交換をする

U 式
(MODED

正規の熱価のスパークプラグを使用する(※)

対

製造番号

※

保証期間

AT

フりガナ

お名前

30OW4M

お買上げ
1年問(但し、

ご住所

年
消耗品は除く)

店名ノ住所/電話

TEL

お客様

修理メモ

月

取扱販

日より

店

<亙す>株式会社麻場
本社/〒381-8530 長野市北長池1443-2
TEL :026-244-1317

URL : h杜P://州W. aS北a→nfg. com
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